別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：交通安全対策推進費
	事業名:新キッズセーフティ推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
環境生活部　環境生活政策課地域安全室　地域・交通安全担当　電話番号：058-272-1111（内2391）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11260@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：349千円（前年度予算額：－千円）
	事業内容


	１　事業の内容


児童と幼児（保護者）を対象に、体験型の交通安全教育により「シートベルトの重要性」を認識してもらうとともに、指導者に交通安全教育の推進のために必要な知識、指導技術を提供する。
(1)小学生へのシートベル着用効果体験事業
　　（社）日本自動車連盟（ＪＡＦ）岐阜支部の協力により、県内の小学生を対象に「シ
ートベルト着用効果体験車」を活用した参加・体験・実践型の交通安全教室を開催。
　　  実施時期：平成24年５月～３月
　　対象者：県内小学校のうち約20校の小学生
　(2)幼児及び保護者へのチャイルドシート使用徹底事業
 　（社）日本自動車連盟（ＪＡＦ）岐阜支部の協力により、幼児とその親を対象にチャイルドシートの重要性を学ぶ交通安全教室を開催。
  　　実施時期：平成24年５月～３月
　　　 対象者：県内保育所、幼稚園のうち10か所に通う年長を中心とした園児及びそ
の保護者
　(3)幼児交通安全指導者パワーアップ講習会　　
     幼児の交通安全指導者に、交通安全教育の推進のために必要な知識、指導技術を提
供する講習会を開催

   実施時期：平成24年８月
　　  対象者：保育士、幼稚園教諭、交通ボランティア、県内市町村の交通指導員・
交通安全担当職員等　（定員150名）
	２　所要経費


(1) 小学生へのシートベルト着用効果体験事業      　　　　70千円
(2) 幼児及び保護者へのチャイルドシート使用徹底事業　　　36千円

(3) 幼児交通安全指導者パワーアップ講習会　　　　　　　 243千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

・交通事故防止のための環境整備を進める。

	２　これまでの取組状況


　幼児を対象とした交通安全教育の指導力向上を図るため、外部から講師を招き、市町村の交通指導員、交通安全担当者を対象に実践的な指導方法を学ぶための研修会を実施している。

	３　これまでの取組に対する評価


　子どもの交通事故は、基本的な交通ルールが身についていないことによるものが多く、シートベルトの着用を含め、日々繰り返しの交通安全指導が必要となる。これまでの研修より対象者と開催場所を増やすことにより、幼児への交通安全に関する教育が何度も実施される様な環境を整備して、交通安全教育の推進を図っていく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	―
	
	
	
	
	
	
	
	―

	要求額
	349
	
	
	
	
	
	
	
	349

	決定額
	349
	
	
	
	
	
	
	
	349


